








通常総会ご挨拶顧問県議との懇談会・・・・

・・・全国の公共物件のS造化の事例を説明・・・

　⇒　　S造化事例資料PDF

　また、認定工場の活用では規模にみあっ
たグレード指定をお願いいたします。例え
ば、図面にRグレードでも可能な仕事をなん
でもM指定にされてしまうことがあります。
県建設部建築住宅課主任専門指導員川島様
より
　施設課の発注工事１２件の状況を資料を
もとに説明を受けた。

　⇒　　議題②の関係資料PDF

（訂正：望月高校渡り廊下ほか建設工事の
工事場所　長野市⇒佐久市）
　グレードの指定については別表第１　グ
レード別の適用範囲と別記事項に基づいて
います。
　１２件の鉄骨の下請けですが、全て組合
員の方に製作してもらっております。
赤羽副理事長より
　ただ今の議題②関係資料の中で、松本美
須々ケ丘高校渡り廊下改築工事については
延べ面積が 214 ㎡で 500 ㎡以内ですので、
J または R グレードでもいいのではない
か、また、望月高校渡廊下ほか建設工事も
同様で 250 ㎡なのでグレードは J または R
ではだめなのか。県からの設計仕様をみる
と M にしておくと安心なのかなというこ
とを思うので今後検討してほしい。
県建設部建築住宅課主任専門指導員川島様
より
　回答：板厚も関係してるのかどうかまた
確認してご回答致します。

③女性活躍推進法（平成２８年４月１日施
行）について
宮下理事より
　建設業業界は人材の不足が懸念されるな
か、これからの鉄鋼業界の永続的発展のため
に町の鍛冶屋というイメージから鉄骨製造工
場へと確固たる地位を築いていかなければな
らないと思っています。人材という財産を確
保していかなければ、まず我々業界は成り立
っていかないと感じております。
　女性活躍推進法では常時雇用 300 人以下
の事業主については、
　①自社の女性の活躍に関する状況把握、
　　課題分析
　②状況把握、課題分析を踏まえた行動計
　　画の策定、社内周知、公表
　③行動計画を策定した旨の都道府県労働
　　局への届出
　④女性の活躍に関する状況の情報の公表
　　が努力義務とされています。
　業界の女性の雇用については非常に体力
が必要な工程、職場の環境整備と課題が
多々あるかと思いますが、本日の懇談会を
通じて一つ一つの課題をクリアしていきた
いと思います。女性の雇用推進ということ
でさらに若手の雇用にもつなげていきたい
と感じています。
県建設部建築住宅課主任専門指導員川島様
より

　⇒　議題③関係資料ｐ１～ｐ１０PDF

 　県で女性活躍のための助成金制度とい
うのは現在ありません。
　国の労働局雇用の関係で助成金があると
いうことで資料説明したいと思います。加
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https://na-tetsu.jp/tekkonagano/report/gidai_2_shiryo.pdf
https://na-tetsu.jp/tekkonagano/report/kondankai_shiryo3.pdf
https://na-tetsu.jp/tekkonagano/report/s_zoka_jirei.pdf




https://na-tetsu.jp/tekkonagano/report/about_designation_of_grage.pdf
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http://na-tetsu.jp/tekkonagano/report/tekko_jyukenkekka.pdf
http://na-tetsu.jp/tekkonagano/report/tobi_jyukenkekka.pdf
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https://na-tetsu.jp/tekkonagano/report/2thgenkakosyukai_annai.pdf
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